
情
熱
補
気
湯

矢
数
道
明
著
「

高
橋
道
史
著
「
漢
方
診
療
の
実
際
」

げ
ん
ぺ
き
半
夏

大
塚
恭
男
「
治
療
学
」
７
巻
５
号

大
黄
の
精
神
作
用

矢
数
道
明
・
西
山
英
雄
・
石
原
明

延
経
期
方

「
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
４
巻

急
喉
痒
喉
郷
纒
喉
風
（
ジ
『

心
下
一
否

‐
Ｊ
一
．
Ⅶ
ヰ
ノ

「
漢
方
治
療
百
話
」
第
Ｉ
巻

（
墓
銘
の
読
点
、
返
点
は
岡
山
泰
四
氏
の
御

教
示
に
よ
る
。
こ
こ
に
謝
辞
を
呈
し
ま
す
。
）

（
ジ
フ
テ
リ
ア
）
流
行
の
記
載
。

（
同
愛
記
念
病
院
）

「
漢
方
の
臨
床
」
９
巻
７
巻

一
、
は
じ
め
に

相
州
平
塚
宿
は
江
戸
か
ら
一
五
里
半
、
東
海
道
五
三
次
の
宿
駅
の

一
つ
で
あ
る
。
東
西
約
一
八
丁
、
南
北
約
二
三
丁
、
南
に
相
模
湾
を

の
ぞ
み
、
東
は
相
模
川
、
西
は
花
水
川
を
境
と
し
て
、
お
お
む
ね
平

坦
地
で
松
林
の
お
お
い
土
地
で
あ
る
。

順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
に
は
、
こ
の
平
塚
宿
で
の
天
然
痘
の
罹
患

状
況
と
、
種
痘
の
実
施
状
況
を
し
る
し
た
『
種
痘
天
然
痘
取
調
言
上

簿
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
武
相
の
種
痘
の
一
部
と
し
て
、
昨
年
の
総

会
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
’
－
１
－
ト
ン
の
種
痘
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た

が
、
今
回
は
こ
れ
に
よ
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
天
然
痘
と

種
痘
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二
、
『
種
痘
天
然
痘
取
調
言
上
簿
』

扉
に
は
「
嘉
永
四
年
辛
亥
ヨ
リ
明
治
八
年
五
月
迄
」
と
収
載
期
間

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
書
名
、
左
下
に
は
「
第
二
大
区
十
小

武
相
の
種
痘
Ｉ
平
塚
宿
の
場
合深

瀬
泰
日
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区
大
住
即
平
塚
宿
分
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
第
二
大
区
」
は

「
第
二
二
大
区
」
が
正
し
い
。

本
文
は
二
九
丁
、
筆
蹟
、
料
紙
と
も
末
尾
に
い
た
る
ま
で
ま
っ
た

く
同
一
で
あ
る
。
そ
の
記
載
の
様
式
は
、
天
然
痘
の
場
合
は
上
段
に

罹
患
年
月
、
中
段
に
「
天
然
痘
」
と
し
る
し
、
下
段
は
個
人
名
が
し

る
さ
れ
て
い
る
。
一
方
種
痘
に
つ
い
て
は
上
段
に
実
施
年
月
、
中
段

に
施
術
者
名
、
下
段
に
被
接
種
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
一
丁
に
は

一
○
乃
至
一
四
名
の
姓
名
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、
第
一
番
屋
敷
の
原

田
徳
次
郎
の
家
族
三
名
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
途
中
欠
番
も
あ
る
が
第

一
四
四
番
屋
敷
田
中
師
芳
ま
で
の
二
一
家
族
、
三
三
七
名
が
収
載

さ
れ
て
い
る
。
う
ち
一
名
は
姓
名
を
あ
げ
る
の
拳
で
内
容
の
記
載
が

な
い
の
で
、
今
回
の
調
査
で
は
三
三
六
名
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

三
、
天
然
痘
の
罹
患
状
況

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
二
三
年
間

に
、
発
生
の
な
い
年
は
明
治
二
年
、
六
年
、
七
年
の
三
回
で
あ
り
、

一
○
例
以
上
の
発
生
の
あ
っ
た
年
は
明
治
八
年
の
五
七
例
を
は
じ
め

と
し
て
、
安
政
三
年
（
一
二
例
）
、
文
久
元
年
（
一
五
例
）
、
文
久
三
年

（
一
四
例
）
、
慶
応
二
年
（
一
九
例
）
の
五
回
で
あ
る
。

そ
の
月
別
分
布
で
は
、
三
月
が
一
○
三
例
で
六
一
％
を
し
め
、
二

月
が
三
○
例
（
一
八
％
）
、
四
月
が
二
六
例
（
一
五
％
）
、
五
月
が
八
例

（
五
％
）
で
一
月
と
八
月
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
の
承
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

の
月
に
は
一
例
も
み
ら
れ
て
い
な
い
。

罹
患
年
齢
は
四
歳
の
二
八
例
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
一
歳
か
ら
二
一

歳
に
お
よ
び
、
平
均
年
齢
は
五
・
五
歳
で
、
一
歳
児
も
四
例
ゑ
ら
れ

る
。

な
お
こ
の
こ
ろ
の
平
塚
宿
の
戸
数
と
人
口
は
、
平
塚
市
博
物
館
蔵

『
戸
簿
籍
』
（
明
治
一
○
年
一
月
一
日
調
）
に
よ
る
と
三
九
九
軒
、
二
○

六
七
人
で
あ
る
。

四
、
種
痘
の
実
施
状
況

一
方
種
痘
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
が
初
出
で
、
以
後
明
治
八
年

ま
で
の
一
九
年
間
に
一
八
七
例
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
明
治

六
年
の
三
九
例
を
最
多
年
と
し
て
、
明
治
八
年
（
三
一
例
）
が
こ
れ
に

つ
ぎ
、
毎
年
す
く
な
く
と
も
一
例
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。

実
施
月
に
つ
い
て
承
る
と
三
月
が
一
二
九
例
（
六
九
％
）
、
二
月
が

四
八
例
（
二
六
％
）
で
こ
の
二
カ
月
に
ほ
と
ん
ど
の
例
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
一
月
か
ら
四
月
に
す
べ
て
が
集
中
し
、
そ
の
他
の
月

で
は
二
月
に
一
例
が
接
種
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

実
施
年
齢
は
一
歳
か
ら
一
八
歳
に
お
よ
ん
で
お
り
、
二
歳
、
三
歳

(118） 260



が
二
○
例
（
五
九
％
）
を
し
め
る
。
こ
れ
を
明
治
新
政
府
が
大
政
官

達
と
し
て
、
種
痘
の
実
施
方
を
全
国
に
布
達
し
た
明
治
三
年
を
も
っ

て
前
期
と
後
期
に
わ
け
る
と
、
明
治
二
年
ま
で
の
前
期
に
お
い
て
は

一
歳
児
○
、
二
歳
児
五
例
、
三
歳
児
三
○
例
、
四
歳
児
二
一
例
に
対

し
て
、
明
治
三
年
以
後
の
後
期
で
は
一
歳
児
六
例
、
二
歳
児
四
六

例
、
三
歳
児
二
九
例
、
四
歳
児
二
例
と
、
後
期
に
お
い
て
明
ら
か

な
低
年
齢
化
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
種
痘
は
八
名
の
医
師
に
よ
っ
て
接
種
さ
れ
て
い
る
。
豊

田
村
の
馬
場
某
が
五
七
例
、
国
府
津
村
の
間
嶋
英
山
が
五
四
例
、
大

磯
宿
の
鈴
木
正
雅
が
五
二
例
、
石
井
玄
界
が
二
例
、
塩
海
村
の
伊

達
某
が
一
○
例
で
、
杉
村
連
信
、
片
岡
村
の
和
田
某
、
矢
端
村
の
中

西
千
里
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
で
あ
る
。
住
所
の
記
載
の
な
い
の
は
平
塚

宿
在
住
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
医
師
に
つ
い
て
は
不
明
の
も
の
も
多
い
が
、
事
蹟
を
明

ら
か
に
し
得
た
二
、
三
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
報
告
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）

津
藩
に
お
け
る
種
痘
の
記
録
と
し
て
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
冬

藩
校
有
造
館
督
学
斎
藤
拙
堂
が
其
の
孫
娘
に
種
痘
を
受
け
さ
せ
た
の

が
最
初
で
あ
る
。
次
い
で
同
四
年
南
勢
地
区
の
藤
堂
領
の
大
庄
屋
中

川
九
左
衛
門
が
子
供
に
受
け
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
年
の
秋
藩
当
局
も

初
め
て
種
痘
の
奨
励
に
ふ
み
切
り
、
領
下
に
触
を
出
し
、
次
い
で
同

年
十
二
月
京
都
の
新
宮
涼
閣
の
来
津
を
得
て
津
で
種
痘
を
行
な
っ

た
。

最
初
は
種
痘
を
受
け
る
者
は
少
な
く
、
中
川
九
左
衛
門
も
奨
励
に

苦
労
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
同
年
よ
り
嘉
永
七
年
に
か
け
て
天
然

痘
が
流
行
し
種
痘
の
効
果
が
知
ら
れ
受
け
る
者
が
増
加
し
た
。
こ
の

た
め
藩
は
嘉
永
七
年
五
月
津
立
町
に
種
痘
所
を
新
設
し
、
同
六
月
九

日
開
所
し
無
料
で
八
日
目
毎
に
施
術
す
る
こ
と
と
し
た
。

斎
藤
拙
堂
は
漢
学
者
で
あ
っ
た
が
、
当
時
藩
の
重
臣
藤
堂
数
馬

（
藩
校
総
教
、
藩
新
軍
制
の
責
任
者
の
一
人
、
火
薬
製
造
中
爆
死
）
、
平
松

津
藩
の
種
痘

茅
原
弘
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